
３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
が
新
た
に
就
任
し
た
役
員
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
前
項
に
掲
げ

る
書
面
の
ほ
か
、
当
該
役
員
の
履
歴
書
、
法
第
六
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
第

七
号
イ
に
規
定
す
る
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者
に
該
当
し
な
い
旨
の
市
町
村
の
長
の

証
明
書
及
び
同
号
ロ
か
ら
ホ
ま
で
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
を
第
一
項
の
書
面
に
添
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
が
新
た
に
就
任
し
た
役
員
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
前
項
に
掲
げ

る
書
面
の
ほ
か
、
当
該
役
員
の
履
歴
書
、
法
第
六
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
第

七
号
イ
に
規
定
す
る
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
後
見
等
登
記
事
項
証
明
書
、
民
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
六
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
第
七
号
イ
に
規
定
す
る
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
と
み
な
さ
れ
る
者
に
該
当

し
な
い
旨
の
市
町
村
の
長
の
証
明
書
、
同
号
イ
に
規
定
す
る
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
も
の
並
び
に
同
号
ロ
か

ら
ニ
ま
で
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
を
第
一
項
の
書
面
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
だ
し
、

成
年
被
後
見
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
後
見
等
登
記
事
項
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
旨
を
証
明
し
た
市
町
村
の

長
の
証
明
書
を
も
つ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
心
身
の
故
障
に
よ
り
宅
地
建
物
取
引
業
保
証
協
会
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

第
二
十
六
条
の
二

法
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
第
四
号
ハ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の

障
害
に
よ
り
宅
地
建
物
取
引
業
保
証
協
会
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思

疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す
る
。

（
新
設
）

（
宅
地
建
物
取
引
業
保
証
協
会
の
指
定
の
申
請
）

（
宅
地
建
物
取
引
業
保
証
協
会
の
指
定
の
申
請
）

第
二
十
六
条
の
二
の
二

（
略
）

第
二
十
六
条
の
二

（
略
）

２

前
項
の
指
定
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
指
定
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

役
員
が
法
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
第
四
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

四

役
員
が
法
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
第
四
号
イ
及
び
ロ
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

五

（
略
）

五

（
略
）

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
前
項
に
規
定
す

る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
と
認
め
る
書
類
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

４

第
二
項
第
二
号
の
書
類
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
免
許
を
受
け
た
国
土
交
通
大
臣
又
は
各
都
道
府
県
知
事

ご
と
に
別
紙
と
し
て
二
部
添
付
す
る
も
の
と
し
、
第
二
項
第
四
号
の
誓
約
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
八
号

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
第
二
号
の
書
類
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
免
許
を
受
け
た
国
土
交
通
大
臣
又
は
各
都
道
府
県
知
事
ご

と
に
別
紙
と
し
て
二
部
添
付
す
る
も
の
と
し
、
前
項
第
四
号
の
誓
約
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
八
号
に
よ

る
も
の
と
す
る
。

（
宅
地
建
物
取
引
業
保
証
協
会
の
業
務
の
一
部
委
託
承
認
申
請
）

（
宅
地
建
物
取
引
業
保
証
協
会
の
業
務
の
一
部
委
託
承
認
申
請
）

第
二
十
六
条
の
三

（
略
）

第
二
十
六
条
の
三

（
略
）

２

前
項
の
委
託
承
認
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
委
託
承
認
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
七
号
の

書
類
の
う
ち
成
年
被
後
見
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
後
見
等
登
記
事
項
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
旨
を
証
明
し

た
市
町
村
の
長
の
証
明
書
を
も
つ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

（
削
る
）

七

受
託
者
の
役
員
が
法
第
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い

旨
の
後
見
等
登
記
事
項
証
明
書

七

受
託
者
の
役
員
が
法
第
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な

い
者
に
該
当
し
な
い
旨
の
市
町
村
の
長
の
証
明
書

七
の
二

受
託
者
の
役
員
が
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

法
第
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
と
み
な
さ
れ
る
者
に
該
当
し
な
い
旨

の
市
町
村
の
長
の
証
明
書
並
び
に
同
号
に
規
定
す
る
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
も
の
に
該
当
し
な
い
旨
の
市

町
村
の
長
の
証
明
書

八

受
託
者
の
役
員
が
法
第
五
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
八
号
ま
で
及
び
第
十
号
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約

す
る
書
面

八

受
託
者
の
役
員
が
法
第
五
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
保
証
協
会
に
対
し
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
と
認
め

る
書
類
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
承
認
申
請
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
九
号
に
よ
る
も
の
と
し
、
第
二
項
第

八
号
の
誓
約
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
二
十
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
承
認
申
請
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
九
号
に
よ
る
も
の
と
し
、
前
項
第
八

号
の
誓
約
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
二
十
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報


		2019-09-12T15:22:28+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




